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信
仰
を
位

置
づ

け、

聖
な

る
者
の

来
訪
に

よ
っ

て
、

経
済
の

根
源、
「

交

換
」

の

原

理
が

明
ら

か
に

さ
れ

る

と

説
い

た
。

そ
こ

で

は
人
間
の

側
か
ら

見
れ
ば
「

供
犠
」

が
、

神
の

側
か

ら
見
れ
ば
「

贈
与
」

が
行
わ
れ

、

聖

な

る

来
訪
者
に

よ
っ

て

時

間
と

空
間
が

刷
新
さ
れ

る
。

　
『
民
族
」

で
一

貫
し

て

デ

ュ

ル

ケ

ー

ム

派
の

宗
教
社
会
学
が

紹
介
さ
れ

て

い

る

こ

と
を

考
え
て

み

れ
ば

、

岡
1ー

ス

ラ

ヴ
ィ

ク

の

見
解
は、

柳
田
の

「

人

神
」

論
と

折
ロ

の

「

マ

レ

ビ

ト
」

論
だ

け
で

な

く、

そ
こ

に

マ

ル

セ

ル
・

モ

ー

ス

の

贈
与
論
を
重
ね
合
わ

せ

る

も
の

で

も
あ
っ

た

（

モ

ー

ス

自

身
、

岡
の

「

秘
密

結
社
」

論
に

興
味
を

示
し
た

と
い

う
）

。

柳
田

と

折
口

は
、

神
々

の

世

界
と
人

間
の

世
界
を
一

つ

に

つ

な
ぐ
媒
介
者
を

見
出
し
た

の

だ
。

柳
田

の

祖
霊
論
に

満
足
で

き
な
か
っ

た

折
口

は
、

媒
介
者
と
し
て

の

マ

レ

ビ

ト
を

突
き
つ

め
て

い

く
。

媒
介
者
は

、

祝
祭
の

只
中
で
、

供

犠

に

し
て

贈

与
で

も
あ
る

力
（
「

マ

ナ
」

）

の

解
放
と
と

も
に
顕
現
す
る

。

さ

ら
に

折
口

は
、

柳
田
と

は
別
の

神
を

求
め

る
。

お
そ
ら
く
折
口

の

導
き
の

糸
と

な
っ

た
の

は
、

『

民
族
』

に

集
い
、

と

も
に

ウ

ィ

ー

ン

学
派
の

ヴ
ィ

ル

ヘ

ル

ム
・

シ

ュ

ミ
ッ

ト
を

師
と

仰
ぐ
岡
や

宇

野
円
空
に
よ

っ

て

批
判

的

に

紹
介
さ

れ
た

ラ

ッ

フ

ァ

エ

ー

レ
・

ペ

ッ

タ

ッ

ツ

ォ

ー

二

の

「

最

高
存

在
」

で

あ
る

。

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の

比

較
宗
教
学
と
日

本
の

民
俗
学
は

間
違
い

な
く
共
振
し
て

い

た
の

で

あ
る

。

モ

ー

ス

宗

教
社
会
学
の

生
成

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

溝
ロ

　
大

助

　
マ

ル

セ

ル
・

モ

ー

ス

の

思
想
展

開
は
、

そ
の

「

叔
父
」

デ
ュ

ル

ケ
ム

の

宗
教
社
会
学
の

展
開
と

不
即
不
離
の

関

係
に

あ
っ

た
。

二

人

の

書
簡
か
ら

も、

初
期
モ

ー

ス

宗
教
論
の

「

生
成
」

に

お
い

て

デ
ュ

ル

ケ

ム

が
重
要
な

位
置
づ

け
に

あ
る

こ

と
は

明
ら

か

で

あ
る

θ
霞
写
9B

一

ゆ
OO
。

）

。

こ

の

事
実
は
一

面
で

真
実
で

あ
る

。

だ

が
し
ば

し
ば
モ

ー

ス

宗
教

社

会
学
の

「

生
成
」

と

発
晨
に

お

い

て

見
過
ご

さ
れ
て

き
た

事
実
が
あ
る

。

そ
れ
は
、

イ

ン

ド

文
献
学
に

基
づ

い

て

発

展
し
た

初
期
モ

ー

ス

の

宗
教

論
で

決

定・

的
な

役
割
を
果
た

し、

中
期
お

よ

び

後
期
モ

ー

ス

の

宗
教
論
の

展
開
に

も

少

な
か

ら
ぬ

影
響
を

与

え
続
け
た
「

も
う
ひ

と

り
の

叔
父

職

§
註
軌

ミ
輪

§
ミ

E

臼
o

霞
巳
興
一

 

潔…
Φ
ω）

シ

ル

ヴ
ァ

ン
・

レ

ヴ
イ

の

存
在
と
そ
の

影
響
力
で

あ
る

。

　

そ
こ

で

本
発

表
の

目

的
は、

 
「

供

犠
の

本

質
と

機
能
に

関

す
る

試

論
」

（
以
下

、

「

供
犠
論
」

）

か
ら

 
「

贈
与
に
つ

い

て

の

試

論

　
　

古

代

社

会
に

お

け
る

交

換
の

形

態
と

理
由

」

（
以
下

、

「

贈
与

論
」）

ま
で

の

理

論
展

開
に

お
け
る

繋
が

り
を

手
短
か
に

紹
介
し、

 
イ
ン

ド
学

者
仏
教

学

者
シ

ル

ヴ
ァ

ン

・

レ

ヴ
ィ

の

影
響
に

着
目
す
る
こ

と
に

よ
り、

モ

ー

ス

宗

教
社
会
学
の

も
う
ひ
と

つ

の

「

生

成
」

を
証
拠
立
て

る

こ

と

に

あ
る

。

具

体
的
に

は、

 
「

供
犠

論
」

の

成
立
過
程
を
瞥
見
し、

 
「

贈

与
論
」

の

議
論
と

の

連
続
性
と
差

異
を

指
摘
し

、

 
「

供

犠
論
」

と

「

贈
与

論
」

の

両

方
で

採
用
さ
れ

た
シ

ル

ヴ
ァ

ン

・

レ

ヴ
ィ

に

代
表
さ
れ
る
イ
ン

ド
学

仏

教

学
の

ア

イ
デ

ア

の

変
遷
を

見
て

い

く
。

と

く
に

 
の

シ

ル

ヴ
ァ

ン
・

レ

ヴ
ィ

の

イ
ン

ド
学
仏
教

学
に

お

け
る

当
時
の

位
置
づ

け
を
指
摘
す
る

こ

と

に

よ

り、

モ

ー

ス

思
想
に

お

け
る

ア

ジ
ア

的
共
振
も
探
っ

て

み
た
い

。

　

 
と

 
で

は
「

供
犠
論
」

と

「

贈

与
論
」

を

瞥
見
す
る

。

「

供
犠
論
」

の

草
案
を
書
き
上

げ
て

い

た
モ

ー

ス

は
、

初
期
デ
ュ

ル

ケ
ム

学
派

宗
教

社

会
学
セ

ク

シ
ョ

ン

を
一

身
に

担

う
べ

く
、

ユ

ベ

ー

ル
、

エ

ル

ツ

を
は
じ
め

と

し
た

同
セ

ク
シ

ョ

ン

の

研
究

者
と

協
力
関
係
を
築
き、

壮
大
な
デ
ュ

ル

ケ
ム

理
論
を

基
礎
付
け
よ

う
と

し
た

。

そ
れ
は

確
か
で

あ
る

。

そ
の

証

拠
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に、

モ

ー

ス

は
、

「

供
犠
論
」

の

結
論
部
で

デ
ュ

ル

ケ
ム

を

配
慮
し

て

宗

教
社

会
学
的
視

点
を
い

ち

早
く
導
入
す
る

こ

と
で

、

「

内
在

性
」

と

「

超

越
性
」

の

矛
盾
を
儀
礼
の

上
で

同
時
に

解
決
す
る
「

社
会
的
諸
物
」

の

社

会
学
的

機
能
を

指

摘
し

た

（
ζ
窪
ω

ω

6
 
Q 。…
G 。

O
 

為
）

。

こ

の

点
で

「

供

犠
論
」

は
、

あ
る

意
味

偏
っ

た
デ
ュ

ル

ケ
ム

の

主
知
主

義
的
宗
教
論
を
後

に
主

意
主
義
的
理

論
に

転
換
さ
せ

る

決
定
的
契
機
を

孕
ん
で

い

た
。

イ
ン

ド
文
献
学

者
で

あ
っ

た
モ

ー

ス

の

こ

の

思
考
を

可
能
に

し
た

の

が、

指
導

教
官
で

あ
っ

た
シ

ル

ヴ
ァ

ン

・

レ

ヴ

ィ

に

よ

る

ア

ジ
ア
へ

の

視

点
と

り
わ

け
イ
ン

ド

学
の

視
点
で

あ
っ

た
。

こ

の

思
考
は
、

 
の

「

贈
与

論
」

で

も

同
じ
連
続

線
上
で

「

別

様
に
」

機
能
す
る

。

と

い

う
の

も
、

モ

ー

ス

は、

「

供
犠
論
」

で

重
要
な
要
素
と

し
て

登
場
し

た

「

生

贄
」

な
し
に、
「

社
会

的
な
も
の
」

が

機
能
す
る

可
能
性
を

探
求
し
た

か
ら
だ

。

こ

れ

も
「

古
典

ヒ

ン

ド

ゥ

ー

法
」

の

文
献
研
究
か

ら
生
ま
れ

た

ア

イ

デ
ア

だ
っ

た
。

「

供

犠
論
」

と

「

贈
与
論
」

の

連

続
性
と

差
異
は

以
上
の

よ

う
だ

。

　

次
に

、

モ

ー

ス

が

影
響
を

受
け
た

シ

ル

ヴ
ァ

ン
・

レ

ヴ
ィ

の

イ

ン

ド

学

仏
教

学
に

お

け
る

当
時
の

位
置
づ

け
を

瞥
見
す
る

。

モ

ー

ス

は
、

レ

ヴ
ィ

が
一

八

九
八

年
に

公

刊
し
た

『

ブ

ラ

ー

フ

マ

ナ

文
献
に

お

け
る

供
犠
の

理

論
』

に

衝
撃
を

受
け
つ

つ
、

「

供
犠
論
」

（
及
び

未
完
の

博
士

論
文
『

祈

疇
』

）

を

書
い

た
。

後
の

「

贈
与
論
」

が

書
か
れ
た

時
代
の

レ

ヴ
イ

は、

一

九
二

六

年
に

来
日
し

て

凵

仏
会
館
の

初
代
館

長
と
な

り、

高
楠
順
次

郎

と

協
力
し
て

仏
教
学
を

発
展
さ

せ

て

い

た
。

別

け
て

も
山
田
竜

城
、

和
田

徹
城

、

蓮

沢
成
淳
を
は

じ
め

と
す
る

高
楠
門
下
が

長
年
に

わ

た
っ

て

シ

ル

ヴ
ァ

ン
・

レ

ヴ

ィ

の

指
導
の

下
で
、

『

法
宝

義
林
　
　
和
漢

資
料
に

基
づ

い

た

仏
教
百

科
事
典

象
魅

譜
ミ
藁

ミ
ミ
ご

§
ミ
鳶

§
亀
ミ

魯
ミ
避

ミ

§
贈

§
職
織

ミ
恥

ミ
偽

織

憙
丶

跨

翁
物

o

ミ
融
恥

ら

ミ
ミ
騨

讒
鴨

こ
愚
o
謡

ミ
竃
賜
』

を

編
纂
し

、

モ

ー

ス

は

『

法
宝
義
林
』

を
レ

ヴ
ィ

の

と

絶
賛
し
た
（
ζ
帥
⊆
ω

ω

著
作
集
3
巻

愚
し。

朝
−

置
 ）

。

ペ

ッ

タ
ッ

ツ

ォ

ー

二

宗
教
史
学
の

出
発
点

「

壮
大
な
目

論
見
」

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

江

川
　
純
一

　
イ
タ

リ

ア

宗
教

史
学
の

祖
で

あ
る

ラ

ッ

フ

ァ

エ

ー

レ
・

ペ

ッ

タ

ッ

ツ

ォ

ー

二

の

学
を

作
っ

た

も
の

と

し
て

次
の

も
の

が

挙
げ
ら

れ
る

。

そ
れ

は

 

G
・

カ

ル

ド
ゥ

ッ

チ

の

「

ス

ト
リ
チ
ズ

モ

（
歴

史
主

義）
」

、

 
日

本
の

宗

教
・

神
話

、

 
英

仏
独
の

諸
学
の

三

点
で

あ
る

。

ボ
ロ

ー

ニ

ャ

大
学
に

進

学
し
た
ペ

ッ

タ

ッ

ツ

ォ

ー

二

は
、

カ

ル

ド
ゥ

ッ

チ
の

講
義
を

受
け、

古
代

ギ
リ
シ

ア
・

ロ

ー

マ

世

界
を

賞
賛
す
る

の

で

は

な
く
そ

の

歴

史
的
コ

ン

テ

ク

ス

ト
を
理

解
す
る

こ

と

の

重
要
性
を
学
ん

だ
（

 ）
。

ペ

ッ

タ

ッ

ツ

ォ

ー

二

が

最
初
に

書
い

た

宗
教
史
学
に

関
す
る

小
論

文
は
、

一

九
〇

四

年
に

当

地
の

新
聞
に

掲
載
さ
れ

た

「

日

本
の

諸
宗

教
」

と
い

う
論
考
で

あ
る

。

そ

の

な

か
で

彼
は

「

天

空

存
在
（

Φ
゜・

° ・

興
Φ

8
δ
の
梓

Φ
）

」

と

し

て

の

天

之

御

中
主

神
に

着
目
し

て

い

る
。

日

本
へ

の

関
心
は

後
に

『

目
本
の

神
話

『

古
事
記
』

よ
り

』

（

一

九
二

九
年）

と

『

近

代
目
本
に

お
け
る

宗
教
と

宗

教

的
政
治
』

（
一

九
三

四

年）

の

二

冊
に

結

実
す
る

こ

と

に
な

る

が
、

そ

れ

ら
の

著
作
で

は

井
上

哲
治
郎

、

姉

崎
正
治

、

加
藤
玄
智、

さ

ら

に

は

穂
積

陳
重
ら

の

洋
文
献
が

用
い

ら
れ

て

い

る
（
 ）

。

ま
た
、

ペ

ッ

タ

ッ

ツ

ォ

ー

二

は

在
学
中
か
ら

イ
ギ

リ
ス

の

民
族

学
・

民
俗
学、

ド
イ
ツ

の

民
族
学、

フ

ラ

ン

ス

の

宗
教
社
会
学
・

民
族

学
の

文

献
に

触
れ
、

そ
れ

ら

を
ス

ト

リ

チ
ズ

モ

の

立

場
か

ら
批
判
す
る

形
で

宗
教

史
学
を
立

ち
上
げ
た
（
 ）

。

　

そ
の

よ

う
な

彼
が

宗
教
史
学
の

中
心
に

据
え
た

の

が

最
高

存
在

8
甲

ω

霞
o
ω

⊆
O

器
ヨ
o
）

研
究
で

あ
る

。

初
期
の

研
究
で

は
、

最
初
の

著
作
『

サ

34（756）
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